




















第 1 105 号
昭和 42 年 3 月 18 日












動物は正常成熟雄ラット及びマウスを使用した。ラベノレされた物質として H3_DL-3 (3, 4・Dihydro­
xyphenyl) alanine (H3_DOPA と呼ぶ)， H3九圃DL-5-H王ydroxy戸tr町予yptωophan (H3九-HTP町)， H3九-DL-Ty戸ro邸sine，, 
5-Hydrox勾yt甘rypt同amine-2γ〆圃Cl凶4(但C14仁-HT)ト， H王王、3に『九-DL-Trηうyptωopha肌n を用い皮下又は腹1腔空内へ体重 g 当り 2.5μC
及び 5μμC を注射し，その後 5 分， 1日5 分， 30 分， 1 , 6 , 24 , 72 時間後 Orth 液又は 1096 中性ホノレマ
リンを左心室に注入し，その後胃，十二指腸を採取して各々同液で後固定を行ない 5μ 及び 10μ の
パラフィン切片を作成し， Stripping method によりオートラジオグラムを作成し， Giemsa 液で染色
した。なお明調細胞の HにDOPA の放射性に関して α-Methyldopa 及び Reserpine に対する効果を










2 )明調細胞の核領域と細胞質領域の放射性の時間的変化をみると HにDOPA 注射例では注射後短
時間では細胞質よりも核内の取込みは多い点が特徴であり，その他のもの H3_HTP， H3-Tyrosine, 
H3-Tryptophan, C14_HT では注射後どの時期でも核内より細胞質領域の方が多かった。
皮下と腹腔内注射とを比較するとその取込みに時間的ずれが認められた。又明調細胞間でも放射性
の多いものと少ないものが混在していることを示した o HにDOPA は注射後24時間ではほとんど明調
細胞の放射性はなくなるが， H3_ Tyrosine, H3_ Tryptophan, C凡HT では，細胞質になおかなりの取込
みがみられた。






5) Bodian-Hamperl 法 (Hamperl) で銀染すると明調和1I胞ω分布に一致して好}l~性細胞が認めら





1 ) H3_DOPA, H3_HTP 注射後の明調細胞は主細胞，壁細胞に比較して特異的に強い放射性を示し
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2 )核と細胞質領域の放射性を比較観察したところ H3_DOPA 注射例では腹腔内注射後15分まで，
皮下注射後30分までは核内の放射性は細胞質の放射性より強いことは特徴的であった。















その結果 H3_DOPA， Hに5HTP 注射後， ラット胃部で明調細胞に特異的に強い放射性取り込みを
示し， H3_DOPA 注射例で注射後短時間のものでは核内への取り込みは特異的に強く，又 H3_DOPA
の注射例で α-Methyldopa 及び Reserpine を前，同時，後投与により放射性は減弱した。クローム親
和性細胞にもかなりの放射性がみられるが明調細胞に比較して少ない。 H3-5HTP 注射後好銀性細胞
に放射性は出現するが，これは恐らく明調細胞に一致すると思われる。
以上の所見よりラット胃腺の明調細胞は恐らくセロトニン， ドーパミンを形成貯蔵する細胞であ
り，黄色細胞より active な細胞である事を形態学的に示したもので価値あるものと認める。
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